
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

保存年月日：２０１５年６月３０日 

 新年のご挨拶 

 

 

 

理事長 白山 進 

新年あけましておめでとうございます。 

被保険者ならびにご家族のみなさまにおかれましては、明るくすこやかな新年を迎え

られたこととお慶び申しあげます。また、日ごろより当健康保険組合の事業運営に  

つきまして、多大なるご理解とご協力を賜り、厚く御礼を申しあげます。 

さて、健康保険組合の置かれている厳しい財政状況につきましては、これまでも  

機会あるごとにご説明してまいりました。ここ数年の料率改定では、みなさまにご負

担をおかけしておりますが、私といたしましては、組合員およびご家族の健康を守り、

将来につなげるためにも、西武健康保険組合の存続は絶対に必要であると考えており

ます。引き続き、努力をしてまいりますので、組合事業へのご理解・ご協力をお願い

申しあげます。 

本年は、厚生労働省の指導のもと、過去の特定健診データやレセプト（診療報酬明

細書）などの膨大なデータを分析・活用し、より有効な保健事業を進めていくという

「データヘルス計画」が全国の健康保険組合で行われる年であります。そこでは、  

健康保険組合が企業（事業主）の協力を得て、みなさまの健康づくりや疾病の予防、

重篤化の予防を目指すことになっています。 

西武健康保険組合では、『健康寿命（※）を延ばすこと』をテーマに、みなさまの健康

増進や疾病予防、重篤化予防の事業に努めてまいります。つきましては、みなさまに

おかれましても健康管理の基本であり、「データヘルス計画」の基礎データでもある 

健康診断は必ず受診していただき、健康に関する意識を高めていただきたくお願い 

申しあげます。 

最後になりましたが、静かな幸福の象徴とされる干支の羊にあやかり、新しい年が

みなさまにとって心穏やかな年となりますようお祈り申しあげ、新年のご挨拶とさせ

ていただきます。 

※健康寿命：日常的に介護を必要とせず、自立した生活ができる期間 
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